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敵
地
毒
発
昇
文
化
財
め
ぐ
り

大
楽
寺
を
た
ず
ね
て

敷
地
自
治
振
興
会
で
は
、
2
月

2
3
日
　
（
土
）
　
に
、
文
化
財
め
ぐ

り
で
敷
地
・
片
野
に
あ
る
真
言
宗

御
室
派
の
　
「
大
楽
寺
」
　
を
訪
ね
ま

した。立
春
と
は
い
え
肌
寒
い
中
、

2
2
名
の
参
加
者
で
参
道
を
歩

き
、
仁
王
門
を
観
て
、
大
木
の
し

だ
れ
桜
の
あ
る
境
内
を
散
策
し
、

本
堂
に
上
が
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

した。本
堂
で
は
、
安
田
慈
修
住
職
か

ら
、
お
寺
の
由
緒
の
説
明
」
聞

き
、
市
重
要
文
化
財
の
貴
重
な
中

世
の
写
経
な
ど
も
拝
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
毘
沙
門
堂
、
鐘
つ
き
堂

展
望
台
へ
も
上
が
り
ま
し
た
。

約
1
時
間
半
の
短
い
時
間
で
し

た
が
、
参
加
者
の
方
は
、
「
門
徒

で
も
本
堂
の
奥
に
ま
で
入
る
こ
と

は
な
い
し
、
お
宝
ま
で
拝
ま
せ
て

い
た
だ
い
て
、
本
当
に
良
か
っ

た
。
」
　
と
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま

した。山
深
い
地
に
あ
る
風
情
あ
る
仔

ま
い
の
大
楽
寺
を
訪
れ
〝
静
寂
そ

の
も
の
〃
身
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
ま
し
た
。

（
大
上
　
清
隆
）

＊
県
下
で
も
有
数
の
大
楽
寺
の
し
だ
れ
桜
は
今
年
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？

四
季
を
通
じ
て
見
ど
こ
ろ
が
一
杯
で
す
。
ぜ
ひ
訪

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

安
田
住
職
か
ら
、
お
寺
の
由
緒
な
ど
、
大
変
興
味

深
い
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
の
み
な
さ
ん
で
記
念
撮
影
し
ま
し

た。
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S
熱
戦
繰
り
広
げ
る

～
八
幡
地
区
卓
球
大
会
～

八
幡
自
治
振
興
会
で
は
、
2
月

3
日
　
（
日
）
　
午
前
9
時
か
ら
八
幡

小
学
校
体
育
館
で
八
幡
地
区
卓
球

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

朝
は
冷
え
込
ん
で
い
ま
し
た
が

春
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
よ
い
天
気

の
中
で
、
小
学
生
1
8
名
・
一
般

2
4
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た。
体
育
館
の
中
は
賑
や
か
で
、
珍

プ
レ
ー
や
好
プ
レ
ー
も
あ
り
、
み

な
さ
ん
、
汗
を
か
き
な
が
ら
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
野
上
　
清
治
）

（
大
会
結
果
）

小
学
生
低
学
年
の
部

優

　

勝

　

　

石

　

井

　

雄

　

大

小
学
生
高
学
年
の
部

優
　
勝
　
　
二
井
見
　
光
　
希

一
般
男
子
の
部

優

　

勝

　

　

和

準
優
勝

第
三
位

一
般
女
子
の
部

優

　

勝

　

　

岡

　

本

　

久

　

美

準

優

勝

　

　

長

　

畑

　

志

　

帆

第
三
位
　
　
上
　
岡
　
ひ
と
み

（敬称略）

漢
書
に
は
芝
生
の
笑
顔
－
・

吉
舎
自
治
振
興
会
で
は
、
2
月

1
0
日
　
（
日
）
　
の
午
前
中
、
吉
舎

公
園
の
芝
生
に
肥
料
を
散
布
し
ま

した。春
か
ら
秋
ま
で
は
、
芝
刈
り
が

主
な
作
業
で
す
が
、
冬
は
春
に
備

え
て
施
肥
を
し
ま
す
。
今
回
は
、

動
力
散
布
機
3
台
で
作
業
し
、
狭

い
と
こ
ろ
は
手
で
散
布
し
ま
し

た。

5
月
頃
に
は
青
々
と
し
た
芝
生

で
お
お
わ
れ
て
い
る
公
園
の
風
景

が
楽
し
み
で
す
。
み
な
さ
ま
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
中
垣
　
健
一
）

8
春
の
訪
れ

中

四

字

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

セ

ン

ー
の
玄
関
を
入
る
と
、
広
い

ー
ル
が
あ
り
、
吹
き
抜
け
の
ガ

ラ
ス
窓
か
ら
明
る
い
春
の
日
差
し

が
注
ぎ
込
み
ま
す
。

ホ
ー
ル
の
正
面
奥
に
い
つ
も
き

れ
い
に
花
が
生
け
て
あ
る
の
を
皆

さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

大
き
な
花
瓶
に
四
季
お
り
お
り

の
花
が
生
け
て
あ
り
、
訪
れ
る
人

を
優
し
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
ま

す
。
花
を
囲
ん
で
、
楽
し
く
話
を

し
て
い
る
人
の
姿
を
拝
見
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
生
け

て
あ
り
ま
す
。
今
年
の
冬
は
厳
し

い
冷
え
込
み
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
か
ら
春
の
訪
れ

を
感
じ
て
、
な
ん
だ
か
元
気
が
で

る
よ
う
で
す
。

い
つ
も
そ
っ
と
花
を
生
け
て
く

だ
さ
る
小
早
川
敦
子
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
山
本
春
美
）

郷
土
作
家
シ
リ
ー
ズ
⑤

写
真
・
木
工
・
陶
芸

－
そ
れ
ぞ
れ
の
輝
き
ー

家
本
薫
一
・
山
本
敏
之
・

巳
之
日
豊
　
三
人
展

シ
リ
ー
ズ
5
回
目
と
な
る
本
展

で
は
、
写
真
、
木
工
芸
、
陶
芸
の

各
分
野
で
活
躍
す
る
家
本
薫
一
氏

（
吉
舎
町
／
写
真
）
、
山
本
敏
之

氏
　
（
南
畑
敷
町
／
木
工
芸
）
、
巳

之
日
豊
氏
　
（
三
良
坂
町
／
陶
芸
）

の
3
人
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

撮
る
、
彫
る
、
創
る
1
－
　
入

魂
の
作
品
が
並
ぶ
本
展
で
は
、
私

た
ち
を
深
い
感
動
世
界
へ
と
導
き

ます。独
創
性
に
富
ん
だ
活
動
を
展
開

す
る
郷
土
作
家
の
今
日
ま
で
の
成

果
を
ご
紹
介
す
る
展
覧
会
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

期

　

間

3
月
1
6
日
　
（
土
）

～
4
月
1
4
日
　
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

（
月
曜
日
は
休
館
）

会

　

場

美
術
館
あ
ー
と
あ
い
・
き
さ

入

館

料

一

般

　

4

0

0

円

6
5
歳
以
上
　
　
3
0
0
円

高
校
生
　
　
2
0
0
円

（
中
学
生
以
下
及
び
障
害
者
手
帳

な
ど
所
持
者
・
介
助
者
は
無
料
）

）

住
家
の
想
い

郷

土

の

築

家
充
血
烹
－
氏

3
月
1
6
日
か
ら
美
術
館
あ
ー
と

あ
い
・
さ
さ
で
ス
タ
ー
ト
す
る
三

人
展
。
「
写
真
」
　
の
分
野
で
ご
活

躍
中
の
家
本
薫
一
さ
ん
の
作
品
を

観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
展
が
開
幕
す
る
に
あ
た
り
、

家
本
さ
ん
か
ら
寄
稿
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
わ
が
町
　
吉
舎
町
の
素
晴
ら
し

い
自
然
と
文
化
」
　
を
テ
ー
マ
に
、

四
季
の
移
り
変
わ
り
を
撮
影
し
た

作
品
3
1
点
と
、
2
0
0
9
年
か
ら

4
年
間
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入

賞
・
入
選
作
品
の
う
ち
か
ら
1
5

点
、
計
4
6
作
品
を
展
示
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ご
鑑
賞
く
だ
さ

＼

　

o

ま
だ
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い

自
然
・
文
化
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら

も
カ
メ
ラ
を
通
し
て
見
た
吉
舎
町

の
魅
力
を
町
内
外
の
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
町
の
活
性
化

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
　
（
家
本
薫
一
）

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
美
術
館
あ
ー

と
あ
い
・
き
さ
へ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
（
松
田
　
正
美
）
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臆
八
幡
地
区
社
協

高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス

八
幡
地
区
社
協
で
は
、
2
月

1
7
日
　
（
日
）
　
に
女
性
の
会
の
み

な
さ
ん
の
応
援
で
、
高
齢
者
給
食

サ
ー
ビ
ス
の
弁
当
作
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
朝
8
時
半
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
、
4
班

に
分
か
れ
、
ち
ら
し
寿
司
・
ひ
じ

き
の
煮
物
・
か
ぼ
ち
ゃ
サ
ラ
ダ
・

大
根
の
酢
の
物
・
肉
だ
ん
ご
と

い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、
1
2
0
食

の
弁
当
を
作
り
ま
し
た
。

午
後
2
時
過
ぎ
か
ら
は
地
区
社

協
の
地
域
役
員
の
協
力
で
、
7
0

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
7
5
歳

以
上
の
二
人
暮
ら
し
の
各
家
庭
に

心
を
こ
め
て
配
達
を
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
か
ら
、
　
「
い
つ
も
あ

り
が
た
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
」
　
「
色
と
り
ど
り
に
作
っ
て

お
ら
れ
る
の
で
、
美
味
し
／
　
計

だ
い
て
お
り
ま
す
。
」
　
と
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
野
上
　
清
治
）

○
真
心
こ
め
て
一
生
懸
命

～
高
齢
者
に
お
弁
当
を
配
布
～

2
月
9
日
　
（
土
）
、
高
齢
者
給

食
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
吉

舎
地
区
社
協
の
ス
タ
ッ
フ
2
0
人

で
7
0
歳
以
上
一
人
暮
ら
し
の
世

帯
を
中
心
に
約
0
0
世
帯
へ
、
手

作
り
弁
当
を
届
け
ま
し
た
。

こ
の
時
季
の
こ
と
、
衛
生
面
や

栄
養
・
彩
り
な
ど
に
気
を
つ
け
て

真
心
を
込
め
て
一
生
懸
命
作
り
ま

した。嬉
し
い
こ
と
に
配
達
時
や
、
そ

の
後
に
、
　
「
楽
し
み
に
し
て
い
た

よ
」
　
「
美
味
し
か
っ
た
よ
」
　
な
ど

お
礼
の
　
青
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
蔵
桝
み
づ
え
）

S
映
画
上
映
会
開
催

3
月
2
日
　
（
土
）
　
1
0
時
5
0
分
か

ら
、
吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
　
「
わ
が
母
の
記
」
　
の
映

画
上
映
会
を
行
い
ま
し
た
。

朝
に
は
雪
が
舞
っ
て
い
ま
し
た

が
、
開
場
時
刻
に
は
青
空
が
見
え

て
、
1
6
0
人
余
り
の
た
く
さ
ん

の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

お
友
だ
ち
と
誘
い
あ
っ
て
来
ら

れ
た
方
、
ご
夫
婦
で
来
ら
れ
た

方

、

ま

た

ユ

ー

シ

ャ

イ

ン

　

の

デ
イ
ー
サ
ー
ビ
ス
か
ら
は
2
0
名
の

方
が
来
て
く
だ
さ
り
、
会
場
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
　
「
昔

の
事
を
思
い
出
し
た
よ
」
　
と
言
わ

れ
て
い
た
方
も
あ
り
、
母
の
愛
に

涙
す
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

ロ
ビ
ー
で
同
時
開
催
さ
れ
た
写

真
展
も
た
く
さ
ん
の
方
が
観
賞
し

て
お
ら
れ
、
ま
だ
浅
き
春
の
ひ
と

と
き
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

（
松
田
　
正
美
）

S
　
「
鬼
は
外
－
・
福
は
内
－
・
」

～
小
学
生
招
き
節
分
行
事
～

2
月
3
日
　
（
日
）
　
吉
舎
徳
市
自

治
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
い
き
い
き

サ
ロ
ン
の
み
な
さ
ん
が
小
学
生
を

招
き
、
　
「
豆
ま
き
」
　
を
さ
れ
ま
し

た。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
で
小
学

生
は
2
名
の
参
加
に
な
り
ま
し
た

が
、
大
人
1
8
名
と
一
緒
に
、
赤

鬼
め
が
け
て
、
こ
れ
ぞ
と
ば
か
り

豆
を
投
げ
つ
け
ま
す
。

や
さ
し
い
鬼
さ
ん
は
大
変
で
し

た
が
、
サ
ロ
ン
の
み
な
さ
ん
は
、

童
心
に
返
り
、
子
ど
も
た
ち
と
の

交
流
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た。
年
の
数
だ
け
食
べ
て
、
こ
の
一

年
間
病
気
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う

こ

！

　

　

　

　

　

（

中

倉

政

子

）

や
さ
し
い
鬼
さ
ん
と
記
念
撮
影



首松　岡梅　上森

藤井　本木　岡田

ヒタ　久文　礼徳

子子　美子　奈介

とみしの睡亜0同軍葉書募集
と軸しの里発足20尉年と塔II

思い露の写真を募集〃
○とみしで撮影した風景・宿泊・研修等
活動したもの
・平成25年3月31日まで
・サイズ　自由　・記念品　数名

・写真はお返し致しません
・提出・問い合わせ　とみしの里

（吉舎町安田1496－3）
℡43－4661　※毎週火曜日定休

スノ”ドロップ発見
吉舎徳市自治交流センターの片隅に
ひっそりと咲いているのを梶川一二三さ

んが発見！

名前がわからないのでインターネット
で調べたところ、スノードロップ（別名

待雪草・雪の花）という花で、ヒガンバ
ナ科の球根草だそうです。
＼根元から花まで10cm但しかなく、寒

＼さの中に小さく可憐な花を咲かせた姿

が、いとおしく感じます。（中倉政子）
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獲
寒
さ
も
忘
れ
大
熱
戦
－
・

～
町
内
卓
球
大
会
～

2
月
1
0
日
　
（
日
）
　
午
前
9
時

か
ら
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
町
内
卓
球
大
会
　
（
三
次
市

体
育
協
会
吉
舎
支
部
主
催
）
　
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

朝
の
冷
え
込
み
は
厳
し
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
内
各
地
か

ら
団
体
戦
6
チ
ー
ム
、
個
人
戦
に

小
学
生
・
一
般
3
2
人
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
体
を
余
り
動
か
す

こ
と
が
な
い
中
で
、
み
な
さ
ん
寒

さ
も
忘
れ
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た。
ま
た
、
こ
の
日
は
昨
年
に
引
き

続
き
岡
本
農
園
様
の
ご
厚
意
に
よ

り
石
焼
き
芋
が
振
る
舞
わ
れ
、
み

な
さ
ん
試
合
の
合
間
に
　
「
こ
の
焼

き
芋
は
甘
く
て
美
味
し
い
」
　
と
温

か
い
焼
き
芋
を
食
べ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
各
部
の
優
勝
、
準
優
勝
は

次
の
方
々
で
す
。
　
（
K
・
N
）

（団体戦）

優

　

勝

準
優
勝

（個人戦）

小
学
生
の
部

優

　

勝

準
優
勝

女
子
一
部

優

　

勝

準
優
勝

女
子
二
部

優

　

勝

準
優
勝

吉
舎
A
チ
ー
ム

中
四
字
チ
ー
ム

男
子
一
部

優

　

勝

準
優
勝

男
子
二
部

優

　

勝

準
優
勝

（
的
歳
以
下
）

青

　

木

伊
野
木

（00歳以上）

石

　

井

　

俊

　

三

野

　

上

　

清

　

治

（敬称略）

漢
も
う
少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い

～
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
改
訂
中
～

安
田
の
『
安
ら
ぎ
の
里
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
』
改
訂
版
作
成
中
で
す
。

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
デ
ビ
ュ
ー
は

平
成
2
1
年
度
。
4
0
0
0
枚
を

作
成
し
ま
し
た
が
、
残
り
数
百
枚

と
な
り
ま
し
た
。
　
（
滝
上
　
洋
）

菓
子
と
も
た
ち
が
ガ
イ
ド

～
ユ
キ
ワ
リ
イ
チ
グ
自
生
地
～

先
月
2
2
日
、
安
田
小
学
校
児

童
に
よ
る
今
年
度
第
3
回
目
の

「
安
田
子
ど
も
自
然
ガ
イ
ド
」
　
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
今
月
中
旬

が
一
番
の
見
頃
に
な
る
で
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
観
賞
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
（
海
上
　
洋
）

S
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ開
設
し
て
い
ま
す

吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
　
「
吉
舎
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
」
　
の
内
容
、
四
季
お
り
お
り
の

吉
舎
町
の
写
真
、
季
節
の
見
ど
こ

ろ
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

各
自
治
振
興
会
の
行
事
や
吉
舎

町
の
出
来
事
な
ど
、
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
は
ブ
ロ
グ
で
発
信
し
て
い

ま
す
。
「
吉
舎
町
自
治
振
興
連
合

会
」
　
で
検
索
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
外
の
ご
親
戚
や
、
子

ど
も
さ
ん
た
ち
に
　
「
い
っ
ぺ
ん
見

て
み
ん
さ
い
」
　
と
お
伝
え
く
だ
さ

い
。
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
情
報

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ます。知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

我
が
町
・
吉
舎
町
の
こ
と
。
発
見

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
（
松
田
　
正
美
）

S
自
主
防
災
組
織
結
成
に
向
け

～
安
田
自
主
防
災
会
～

当
月
1
3
日
（
水
）
開
催
の
第

3
回
安
田
自
治
振
興
会
評
議
員
会

で
、
「
安
田
自
主
防
災
会
」
　
の
結

成
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

安
田
自
主
防
災
会
は
、
区
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
自

主
的
・
自
立
的
に
防
災
活
動
を
行

う
こ
と
で
、
自
然
災
害
な
ど
の
被

害
の
軽
減
、
未
然
の
防
止
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
安
田
自
治
振
興

会
の
組
織
を
活
用
し
た
組
織
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

集
落
災
害
時
避
難
図
な
ど
の
作

成
も
行
い
ま
す
。
　
（
溝
上
　
洋
）
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お
め
で
と
う
！

絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
受
賞

国
土
交
通
省
が
募
集
し
た
平

成
2
4
年
度
河
川
愛
護
月
間
絵
手

紙
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
八
幡
小
学

校
3
年
生
　
長
畑
　
桜
弥
さ
ん
が

全
国
の
小
中
高
生
・
一
般
1
3

9
6
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
優

秀
賞
（
国
土
交
通
事
務
次
官

賞
）
　
を
受
賞
し
ま
し
た
。

2
月
1
8
日
、
国
土
交
通
省
三

次
河
川
国
道
事
務
所
　
所
長
　
松

浦
勇
治
様
が
来
校
さ
れ
、
表
彰

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
畑
さ
ん
は
、
平
成
2
2
年
度

最
優
秀
賞
　
（
国
土
交
通
大
臣

賞
）
　
に
続
き
、
2
回
目
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

長
畑
さ
ん
の
作
品
は
、
は
が

き
大
の
紙
に
和
紙
の
貼
り
絵
で

表
現
し
て
あ
り
、
色
合
い
や
楽

し
そ
う
な
表
情
が
評
価
さ
れ
ま

した。（
長
畑
桜
弥
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
）

「
夏
休
み
に
馬
洗
川
自
然
塾

で
品
の
滝
に
行
き
ま
し
た
。
ゴ

ム
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
友
だ
ち
と

遊
び
ま
し
た
。
工
夫
し
た
と
こ

ろ
は
、
た
く
さ
ん
の
水
し
ぶ
き

を
表
す
た
め
に
白
い
和
紙
を

貼
っ
た
こ
と
で
す
。
優
秀
賞
だ

と

聞

い

て

う

れ

し

か

っ

た

で

す。」

（
文
責
‥
大
田
）

音
大
規
模
な
地
震
が
発
生
日
‥

～
安
田
地
区
防
災
訓
練
～

3
月
3
日
　
（
日
）
、
安
田
地
域

で
、
全
て
の
住
民
を
対
象
に
防
災

訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。
午
前
1
0

時
に
地
震
が
発
生
し
た
想
定
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

災
害
時
に
は
、
地
理
的
な
孤
立

と
共
に
構
報
の
錯
綜
・
遮
断
が
危

惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
訓
練

は
、
そ
う
し
た
情
報
の
伝
達
方
法

も
重
視
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
に
よ
る
地
震
の
広
報

活
動
と
避
難
誘
導
の
指
示
に
従
い

避
難
行
動
に
移
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
予
め
指
定
し
た
安

田
地
域
1
6
の
集
落
避
難
場
所
に

避
難
を
し
ま
し
た
。
各
避
難
場
所

か
ら
怪
我
人
や
避
難
状
況
に
つ
い

て
、
安
田
小
学
校
に
設
置
し
た
対

策
本
部
に
報
告
、
本
部
は
、
情
報

を
把
握
し
救
済
指
示
の
行
動
へ
。

二
次
避
難
場
所
の
安
田
小
学
校

に
避
難
し
た
参
加
者
は
、
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
や
粉
末
消
化
器
な
ど
の
初

期
消
火
訓
練
を
行
い
、
お
互
い
が

協
力
を
求
め
る
こ
と
な
ど
　
「
自

助
」
　
「
互
助
」
　
の
体
験
を
し
ま
し

た。
安
田
の
全
人
口
の
う
ち
避
難
参

加
率
は
4
0
％
、
人
数
把
握
率
7
0

％
、
1
6
か
所
の
避
難
場
所
か
ら

の
報
告
は
1
0
0
％
で
し
た
。

今
回
の
訓
練
に
あ
た
っ
て
、
計
画

や
事
前
打
ち
合
わ
せ
の
会
議
な
ど
、

三
次
消
防
署
吉
舎
出
張
所
・
三
次
警

察
署
吉
舎
駐
在
所
・
消
防
団
吉
舎
方

面
隊
第
二
分
団
・
三
次
市
吉
舎
支
所

の
皆
さ
ま
方
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た。

こ
の
訓
練
を
経
て
、
今
後
の
地
域

防
災
に
繋
げ
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
山
田
徳
明
）
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吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会
で

は
、
平
成
2
4
年
度
「
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
」
で
、
次

の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
町
全
体
で
の
取
組
み
）

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

自
治
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
ま
し
た
。
旬
な
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
「
吉
舎
町
自
治
振
興
連

合
会
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

○
被
爆
ピ
ア
ノ
平
和
コ
ン
サ
ー
ト

7
月
6
日
に
、
矢
川
光
則
さ
ん
、

浦
田
愛
さ
ん
を
迎
え
、
吉
舎
小
学

校
で
開
催
し
ま
し
た
。
命
の
大
切

さ
や
今
を
大
切
に
生
き
る
こ
と
な

ど
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

○
花
い
っ
ぱ
い
運
動

春
は
サ
ル
ビ
ア
、
秋
は
ビ
オ
ラ
を

プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
、
各
施
設
の
前

に
置
き
、
1
年
中
花
の
咲
く
吉
舎

町
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

○
映
画
観
賞
会

3
月
2
日
に
「
わ
が
母
の
記
」
の
映

画
を
上
映
し
ま
し
た
。
年
代
を
超

え
て
町
民
の
集
え
る
場
と
憩
い
を

提
供
し
ま
し
た
。

（
吉
舎
自
治
振
興
会
）

○
荒
廃
地
復
活
の
為
の
整
備
事
業

吉
舎
谷
地
区
の
宮
山
の
竹
林
を

伐
採
・
整
備
し
、
桜
を
植
え
て
、
憩

い
の
場
と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

（
安
田
自
治
振
興
会
）

○
希
少
生
物
の
保
護
活
動

希
少
生
物
の
保
護
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
安
田
小
学
校
連
携
事
業

や
、
情
報
発
信
を
行
い
、
交
流
と

地
域
活
性
化
を
促
進
し
ま
し
た
。

○
安
田
の
匠
に
学
ぼ
う

安
田
の
大
切
な
匠
の
技
を
、
み
ん

な
で
学
ぶ
た
め
、
技
を
活
か
し
た

テ
ー
ブ
ル
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

○
安
田
の
歴
史
を
訪
ね
自
然
を
楽

し
も
う
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

文
化
財
・
史
跡
の
再
認
識
の
た

め
、
安
田
地
区
3
寺
を
訪
ね
ま
し

た
。
ま
た
資
源
P
R
の
た
め
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
も
行
い
ま
し
た
。

（
敷
地
自
治
振
興
会
）

○
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
看
板
設
置

敷
地
の
“
宝
物
”
再
認
識
と
保
護

活
動
に
活
用
す
る
た
め
、
「
敷
地
の

文
化
財
”
史
跡
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

町
外
の
方
に
も
ス
ム
ー
ズ
な
誘
導

が
で
き
る
よ
う
に
活
用
し
ま
す
。

3
月
中
旬
に
は
新
し
い
看
板
を
み

な
さ
ま
に
お
披
露
目
で
き
ま
す
。

（
徳
市
自
治
振
興
会
）

○
看
板
の
設
置

徳
市
の
教
育
力
の
証
を
長
く
顕

彰
し
、
今
後
の
活
力
（
教
育
力
）
の

維
持
、
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
「
徳
市
遺
跡
」
、
「
徳
市
分
校
改

築
記
念
碑
」
、
「
吉
清
蓮
介
翁
頒
徳

碑
」
の
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

春
を
待
つ
…
忍
密
の
宝
物
」

春
を
知
ら
せ
る
小
さ
な
野
花
。
セ

ッ
プ
ン
ソ
ウ
や
カ
タ
ク
リ
、
そ
し
て

ユ
キ
ワ
リ
イ
チ
ゲ
。

こ
と
に
ユ
キ
ワ
リ
イ
チ
ゲ
は
「
雪

割
り
一
撃
」
と
い
う
名
の
通
り
、
ま

だ
雪
の
残
る
2
月
半
ば
か
ら
3
月
半

ば
に
か
け
て
、
小
さ
く
可
憐
な
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
心
無
い
人
た
ち
の
乱

獲
を
危
ぶ
ん
で
　
「
秘
密
の
宝
物
」
　
に

し
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
？

吉
舎
の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
と

い
う
噂
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
弱
い
野
生
種
な
の
で
、
周

囲
の
草
丈
が
高
い
と
増
え
ま
せ
ん
。

秘
密
の
場
所
を
ご
存
知
の
方
は
、

ぜ
ひ
周
囲
の
お
手
入
れ
を
。
ま
た
、

見
つ
け
た
方
は
、
持
ち
帰
っ
て
も
根

付
く
こ
と
は
な
い
の
で
、
絶
対
持
ち

帰
ら
ず
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

安
田
で
は
何
年
も
か
け
て
守
り
続

け
、
今
は
自
生
地
と
し
て
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
載
っ
て
い
ま
す
。

（
岡
田
聖
子
）



3月の新着図書案内（1月21日～2月20日受入分）
【一般書】

原発のコスト　　　　　大島　堅一／著（原子力産業）

宇宙兄弟　1－19　　小山　宙哉／著（コミック）

せまいぞドキドキ　ヨシタケ　シンスケ／著（コミック）

暮らしの折り紙　　　　　小林　一夫子／著（折り紙）

明鏡ことわざ成句使い方辞典　　北原　保雄／編著（辞典）

歌に私は泣くだろう　　　　　　永田　和宏／著（短歌）

何者　　　　　　　　　　　　　朝井　りヨウ／著（小説）

幕が上がる　　　　　　　　　平田　オリザ／著（小説）

悪口のすゝめ　　　　　村松　友視／著（エッセイ）

神様からの宿題　　山本　青海／著　（闘病記）など57冊

【児童書】

ゾウの森とポテトチップス

横塚　真己人／写真・文（どうぶつ）

こんにちは吉舎図書館です

ドラえもんのびっくりクイズもののはじまり　藤子・F・不二雄／作（クイズ）

かいけつソロリのおやじギャグ200連発！原　ゆたか／原作（ことばあそび）

トリゴラス・テイルズ　　　　　　　　　　斉藤　洋／著（よみもの）

ちいさなおはなしやさんのおはなし　　　竹下　文子／作（よみもの）

ジヤコのお菓子な学校　ラツシェル・オスフアテール／作（よみもの）

オクサ・ポロック　　　　　　アンヌ・プリシヨツタ／著（よみもの）

チャーリーのはじめてのよる　　工イ三一・へスト／作・絵（えぽん）

あんよあんよ　　　　　　　　　　　ささめや　ゆき／絵（えはん）

など13冊

※貸出中の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。
今月のひとこと

お問合せ先：吉舎図書館（℡43－4513）

臨時休館のお知らせ
三次市内すべての図書館の図書館システムを変
更するため、次のとおり臨時休館をさせていた
だきます。ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご
協力をお願いします。
期　間　3月27日（水）～3月31日（日）

の5日間

「早々と子ども部屋を与え、学習机まで準備する人がいます。子どもが小学1年生の4月になっていきなり勉強するとでも

考えているのでしょうか。子どもはそんなにしっかりしていません。～中略～小学校1年生の間は食卓で勉強させましょう。2°
3年になったら子ども専用の机を与え、それをリビングにおいてください。」

がやってはいけない115のこと
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※ただ今　劇団マライでは、
私たちと一緒に活動していただける方を募集中です。

興味のある方は　宮下（090“6838－7510）までお問い合わせください。
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★
☆
★
お
は
な
し
広
場
★
☆
★

と
　
き
　
4
月
7
日
（
土
）

1
0
時
約
分
か
ら

テ
ー
マ
　
お
お
き
く
な
り
ま
し
た
ー
・

閉
園
マ
ラ
イ
公
演
「
し
ラ
ン
ス
」

市
内
在
住
の
社
会
人
が
中
心
と
な
り
、

吉
舎
町
で
活
動
す
る
演
劇
サ
ー
ク
ル
　
「
劇

団
マ
ラ
イ
」
　
が
2
月
日
日
　
（
月
）
　
吉
舎

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
　
「
ト
ラ
ン

ス
」
　
を
上
演
し
ま
し
た
。

鴻
上
尚
史
さ
ん
原
作
の
こ
の
作
品
は
、

シ
ン
プ
ル
な
舞
台
装
置
、
軽
や
か
だ
け
ど

切
実
な
台
詞
で
つ
む
ぐ
、
友
情
と
せ
つ
な

い
愛
を
描
い
た
3
人
芝
居
で
、
以
前
、
日

彰
館
高
校
の
芸
術
鑑
賞
で
上
演
し
た
作
品

の
再
演
に
な
り
ま
す
。

や
や
複
雑
な
展
開
ゆ
え
、
お
客
様
に
ど

う
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
る
か
心
配
な
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
笑
い
に
包
ま
れ
る
場

面
や
、
終
盤
に
は
涙
ぐ
む
方
も
お
ら
れ
ま

した。終
演
後
に
は
温
か
い
声
を
た
く
さ
ん
か

け
て
い
た
だ
き
、
改
め
て
大
勢
の
方
に
支

え
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
1
日
と
な
り
ま

した。ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（宮下）
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仮野親子展

2月23日（土）～3月22日
10時一17時（毎週火曜日弥鍋

吉舎Xal Od

家で眠っている思い出の写真を展示し 
てみませんか？ 

風景・人物、なんでもOK！ 
写真をお貸しいただける方は、随時お 
持ちください。 
エピソードとともにパネルに入れて、1か月 

程度展志します。 
お問い合わせは　℡43－3111まで 

三
次
童
田
舎
支
所
鵬
認
掘
係
謂
＝
詐
‥

巴
橋
橋
名
板
感
謝
状
授
与
式

3
月
1
日
　
（
金
）
、
巴
橋
橋
名

板
感
謝
状
授
与
式
並
び
に
除
幕
式

を
行
い
ま
し
た
。

橋
名
板
に
は
、
日
彰
館
高
校
の

3
年
生
、
村
上
あ
す
か
さ
ん
、
湯

浅
祐
香
さ
ん
、
山
田
真
由
美
さ

ん
、
藤
原
朋
子
さ
ん
の
4
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
　
「
巴
橋
」
　
の
文
字
を

揮
喜
し
て
く
れ
ま
し
た
。

三
次
市
吉
舎
支
所
で
は
、
感
謝

状
の
授
与
式
を
行
い
、
中
野
支
所

長
が
、
昭
和
5
年
の
巴
橋
竣
工
当

時
の
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
写
真
を
見
せ
な
が
ら
、
「
お
か

げ
で
思
い
の
こ
も
っ
た
巴
橋
の
改

修
整
備
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
新
し
く
な
っ
た
親
柱
も
こ
れ

か
ら
多
く
の
人
々
の
人
生
を
見
守

り
、
ま
た
新
し
い
歴
史
を
刻
ん
で

い
く
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
」

と
話
し
ま
し
た
。

除
幕
式
は
、
雨
が
降
り
し
き
る

中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

先
生
や
保
護
者
が
見
守
る
中
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
橋
名
板
の
除
幕

を
行
い
、
巴
橋
の
新
し
い
歴
史
の

第
一
歩
を
ふ
み
だ
し
ま
し
た
。

最
後
に
4
人
か
ら
　
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
学
校
日
彰
館
高
校
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
　
と
、
お

礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懐
か
し
の
吉
舎
町
民
広
報

が
閲
覧
で
き
ま
す

昭

和

2

8

年

5

月

1

日

　

（

1

号
）
　
か
ら
昭
和
5
0
年
3
月
2
5
日

（
8
3
号
）
　
ま
で
の
　
「
吉
舎
町
民
広

報
」
　
が
吉
舎
図
書
館
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
8
4
号
か
ら
は
　
「
広
報
き

さ
」
　
に
改
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
原
本
で
は
な
く
複
写
物
の
閲
覧

と
な
り
ま
す
。
）

臆
新
し
い
消
防
車
が
配
備

備
北
消
防
吉
舎
出
張
所
に
、
新

し
い
消
防
車
が
配
備
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
消
防
車
は
、
圧
縮
空
気

発
泡
消
火
装
置
　
（
C
A
F
S
）
　
搭

載
型
で
、
6
0
0
リ
ッ
ト
ル
の
水

槽
を
も
ち
、
高
圧
二
段
バ
ラ
ン
ス

タ
ー
ビ
ン
ポ
ン
プ
を
装
備
し
て
い

る
の
で
、
河
川
及
び
消
火
栓
な
ど

の
水
利
よ
り
強
力
な
放
水
が
で
き

ま
す
。一
般
火
災
に
対
し
、
速
や
か
に

活
動
で
き
る
機
能
を
持
つ
車
両
で

す
。
平
成
2
5
年
2
月
1
日
か
ら

運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

圧
縮
空
気
発
泡
装
置
は
、
送
ら

れ
て
き
た
水
に
圧
縮
空
気
と
消
火

原
液
を
混
ぜ
て
発
泡
さ
せ
る
装
置

で
、
火
災
の
様
態
に
応
じ
て
、
通

常
の
水
だ
け
の
放
射
か
ら
、
2
種

類
　
（
W
E
T
／
D
R
Y
）
　
の
泡
放

射
に
よ
る
消
火
活
動
に
切
り
替
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

園
取
付
運
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た

～
尾
道
松
江
線

吉
舎
I
C
　
（
仮
称
）
付
近
～

中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江

線
三
次
－
吉
舎
間
の
平
成
2
5
度

度
供
用
開
始
に
向
け
て
、
国
道
1

8
4
号
か
ら
吉
舎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
　
（
仮
称
）
　
へ
の
取
付
道
工
事

が
始
ま
り
ま
し
た
。

国
道
へ
の
取
付
で
、
一
時
交
通

規
制
が
か
か
り
ま
す
。
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

噂
堆
為
し
然
釦

簿
等
美
馬
轟
　
（

倉
卒
づ
婦
長
当
年
で



眠く捻ったことが嬉しい」
保健センターのマシン利用者の声

「良くなったことが嬉しい！」と話してくださった

のは吉舎町吉舎の山田喜美子さん。
「膝に水がたまって、法事の時など膝が曲げられな

かっだ」という山田さん
は、昨年10月から週2
回、保健センターにある
マシントレーニングに通
っておられます。

溌

最近、膝を曲げること；一遵曇ら告
が楽になり、畳に膝を曲
げて座れるようになった
そうです。

Q来てよかったことは？
A良くなったことがとに
かく嬉しいです。他の方
にもぜひ利用してみてほ
しいです。

回国

生ゴミ処理機のおは松し

中一一‾‾”「－「一丁 ∴；「 �言認 

擬＼／軽症鉦 　∴∴∴」．∴ H園田墜 

～吉舎調理場へようこそ′－
吉舎調理場には、業務用生ごみ処理機があります。今
は、家庭用生ゴミ処理機が普及されていますので、きっと

調理場で一番馴染みのある機械になるのではないかと思い

ます。

吉舎調理場は、保育所・小学校・中学校の給食を作って
います。献立によって使う食材が変わってきます。そのま

ま調理できるものと、手を加えないと使えないものがあり

ます。特に「野菜」です。野菜には、廃棄部分がありま
す。廃棄率によっては、一日の生ごみの量が多くなってしまったり、少なく済む日、
様々です。廃棄率が高いものと言えば…「ブロッコリー」「カリフラワー」「れんこ
ん」「ほうれんそう」「ピーマン」「白ねぎ」「キャベツ」「アスパラガス」「里芋」
「山の芋」などがあります。野菜によっては、処理済みの冷凍野菜を使う日もあります

が、なるべく生鮮食品を使うように心掛けながら、献立作成、調理にあたっています。

生ゴミは、下処理以外にもあります。それは、調理場から学校へ運ばれた給食です。

全て完食を望んでいますが、欠席・体調不良・嗜好により、残菜が出てきます。下処理
から出た生ゴミと残菜の生ゴミたちが、この機械にお世話になっています。生ゴミ処理

機にかかる前は、嵩張っていますが、処理されれば水分もなく衛生的、そしてゴミ回収
の人たちが作業しやすくなり、大量調理をする吉舎調理場には欠かすことのできない機

械です。夕方、調理場付近を通ってみてください。生ゴミが乾燥されていく匂いが漂っ
ています。生ゴミとして処理されていますが、全て食材の塊です。栄養満点な肥料なは

ずです。この乾燥した肥料を畑に蒔けば、美味しい作物ができるんだろうなあ～と思っ
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（吉舎調理場）
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▼
市
外
へ
転
出
さ
れ
る
方
へ

新
し
い
住
所
へ
引
越
し
さ
れ
る

前
、
ま
た
は
引
越
し
さ
れ
た
後
、

1
4
日
以
内
に
転
出
の
届
出
が
必

要
で
す
。

◎
転
出
届
出
時
に
必
要
な
も
の

・印鑑
・
届
出
人
の
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
・

保
険
証
な
ど
）

※
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
以
外

の
方
が
来
ら
れ
る
場
合
は
委
－
倒
測

測
必
勢
で
す
。

※
保
険
証
や
受
給
者
証
、
印
鑑
登

録
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※
届
出
時
に
は
、
新
住
所
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
確
認

し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

吉
舎
支
所
総
合
調
整
係

（
℡
4
3
i
3
1
1
1
）

▼
軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
は

4
月
⊥
日
で
す

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
の

時
点
で
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
、

1
年
分
の
税
金
が
課
税
さ
れ
ま

す。
月
割
り
課
税
や
還
付
は
あ
り
ま

せん。く
わ
し
く
は

吉
舎
支
所
総
合
調
整
係

（
℡
4
3
－
3
1
1
1
）
ま
で

i
L
　
鴫
、

小
学
校
就
学
前
ま
で

・
申
請
‥
1
才
を
過
ぎ
て
か
ら

健
康
推
進
課

ま
た
は
各
支
所
へ

※
印
鑑
と
母
子
手
帳
が
必
要
で
す

吉
舎
支
所
総
合
調
整
係

（
℡
4
3
－
3
1
1
1
）

▼
お
た
ふ
く
か
ぜ
・
　
）

水
ほ
う
そ
う
の
助
成

お
た
ふ
く
か
ぜ
・
水
ぽ
う
そ
う

の
予
防
接
種
は
、
任
意
の
予
防
接

種
で
す
。
申
請
に
よ
り
助
成
接
種

券
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

・
助
成
期
限
‥

満
1
才
以
上
か
ら

▼
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排

水
を
ご
利
用
の
み
な
さ
ま
へ

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排

水
は
、
基
本
料
金
と
ご
家
族
の

人
数
で
使
用
料
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
春
は
進
学
や
転
勤
な
ど
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。

ご
家
族
に
人
数
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

家
族
の
人
数
が
変
更
が
あ
り

ま
し
た
ら
届
出
が
必
要
で
す
。

く
わ
し
く
は

水
道
局
下
水
道
課
　
ま
た
は

（
℡
6
2
i
6
1
5
1
）

吉
舎
支
所
地
域
づ
く
り
係

（
℡
4
3
－
3
1
1
2
）



曹7㌔ 接かよし底蟻、
子育て支援センターの出前広場を開
します。まだ寒い日もありますが、

出てくると楽しいこといっぱい！

のびのびと遊びましょう！

聖。」．三m薗くら誓聖霊宇聖
子育てほっとサロン
お友たちを誘って気軽はどうぞ

き：3月12日（火）

10時30分～11時30分

吉舎保健センター　和室
「おおきくなったかな」

三良坂子育て支援センター
「みつばち」℡　44－2136

整　　　　紫　　　　撃

とき　3月13日（水）10：〇〇一

会場　吉舎保健センター　和室

内容　「春よ来い」

1家族200円

吉舎地域母子保健推進員

「いいとこみ一つ肘た！！」

，ほっこりできるスポット紹介
＼モこはどこかお分かりになりますか？

福祉バスで買い物に出てこられたり、「サロンやどり」に来

られた方が、バスの待ち時間にくつろいでおられました。

待ち時間のちょっとの時間ですが、「今日は00買ったん
よ」、「元気でおるん？」など話に花が咲き、笑顔があふれ

ていました。家ではそんなにおしゃべりすることはないとい

う方もあります。
ここでは自然に顔がほころんで、お互いの「元気のおすそ

わけ」の場になっているようでした。
（阜正一をくす勅封尊皇）

二言で細細爾璽薯‾‾‾‾‾‾‾‾ 　．i●∴“l 　‾OSI．∴ ��看臆臆臆臆臆臆漢 � 

㌃18回憂夏雲＝＝ 
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きさまるごと日程園■013年3月～2013年4月 
3月17日（日）10：00～ �しいたけほだ木づくり �檜　いこいの森 

3月17日（日） �高齢者給食サービス �安田地区 

3月23日（土） �そば打ち体験 �中四字コミュニティセンター 

3月24日（日）8：00－ �徳市地区一斉清掃 �徳市地区 

3月24日（日）13：30～ �日彰館高校吹奏楽部第6回定期演奏会 �吉舎生涯学習センター 

3月31日（日） �八幡地区一斉清掃 �八幡地区 

4月13日（土）13：30～ �敷地の空に鯉のぼりを揚げよう �敷地グラウンド 

4月14日（日）14：00～ �子ども相撲大会＆宝探し（開始時刻は予定） �敷地艮神社 
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三次市吉舎支所　　三次市吉舎町吉舎368番地　電話‥43‾3112FA）甥謹艶．鵬10

（
壁
書

（
蘭
劇
事
e

こ

　

　

わ

と

　

　

と

内

合

ろ
容
せ

毎
日
8
時
0
0
分
か
ら
織
時
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。

場
所
　
吉
舎
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
マ
シ
ン
巡
回
指
導
日
・
金
曜
日

9
時
0
0
分
か
ら
日
時
0
0
分
ま
で

◎
一
日
中
利
用
で
き
な
い
日
3
月
2
1
日

◎
開
館
時
は
、
市
役
所
吉
舎
支
所
の
宿

直
室
で
カ
ギ
を
受
取
り
ご
利
用
く
だ
さ

い。

三
次
市
吉
舎
支
所
総
合
調
整
係

ノ
℡
。
3
－
3
1
1
1

2
ト
ン
事

［
く
み
取
り
日
］
　
　
4
月
1
日
　
（
月
）

4
ト
ン
事

［
く
み
取
り
日
］
毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日

申
込
先
　
　
　
　
　
　
（
祝
日
を
の
ぞ
く
）

毎
週
金
曜
日
午
後
3
時
ま
で
に

三
次
市
吉
舎
支
所
総
合
調
整
係

℡

4

3

－

3

1

1

1

3
月
1
9
日
　
（
火
）
。
4
月
2
日
　
（
火
）

場
所
・
時
間

〇
三
次
市
役
所
　
　
　
　
1
0
時
0
0
分
～

〇
三
次
市
三
良
坂
支
所
　
日
時
的
分
～

引
き
取
り
手
数
料

○
成
犬
・
成
ね
こ
　
（
生
後
9
1
日
以
上
）

1
頭
　
（
匹
）
　
に
つ
き
　
2
0
0
0
円

○
仔
犬
。
仔
ね
こ
　
（
生
後
9
1
日
未
満
）

1
頭
　
（
匹
）
　
に
つ
き
　
　
4
0
0
円

三
次
市
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
環
境
政
策
課

℡
6
2
－
6
1
3
6


